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第4章　医学部保健学科・大学院保健学研究科

資料 1　部局史（10 年間の主要な動向）
　医学部保健学科・大学院保健学研究科における、2009 年（平成 21）4

月から 2018 年（平成 30）12 月に至るまでの 10 年間の主要な動向を年次

別に示す。

　2009 年（平成 21）

　　検査技術科学専攻に細胞検査士養成課程の開講（定員 5名）

　2010 年（平成 22）

　　博士前期課程に被ばく医療コース開設

　　保健学科カリキュラムに「放射線防護の基礎（1単位）」の開講（2016　　

年度からは「環境と生活―放射線の理解（2単位）」）

　　「現職者研修」開始（2016 年度からは「被ばく医療研修」）

　2011 年（平成 23）

　　東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所事故後の被災住民支援開始

　　弘前大学医学部保健学科開設 10 周年記念式典開催

　　「緊急被ばく医療国際シンポジウム」（2011 ～ 2013 年度）

　2012 年（平成 24）

　　看護学専攻の保健師国家試験受験資格の取得を選択制に変更（定員

20 名程度）

　2013 年（平成 25）

　　校舎改修工事開始（2015 年度まで）

　　文部科学省特別教育研究事業「緊急被ばく医療の教育・研究体制の

高度化及び実践プログラムの開発－高度実践被ばく医療人材育成グ

ローカル拠点の形成－」（2013 ～ 2015 年度）

　　「福島災害医療セミナー in 弘前」開始

　2014 年（平成 26）

　　博士後期課程で外国人留学生特別選抜（募集人員若干名）開始

　　環境省原子力災害影響調査等事業「浪江町住民に対するリスクコミュ

ニケーションに係る拠点の設置」開始
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　　「若手研究者のための放射線と健康に関する教育シンポジウム（ＥＳ

ＲＡＨ）」開始

　2015 年（平成 27）

　　博士前期課程に放射線看護高度看護実践コース開設

　　博士後期課程に被ばく医療コース開設

　　弘前大学大学院保健学研究科・弘前大学被ばく医療総合研究所総合

研究棟等竣工記念式典開催

　2016 年（平成 28）

　　「被ばく医療人材育成推進プロジェクト」の展開

　　博士前期課程・後期課程をともに 4領域（看護学、放射線技術科学、

生体検査科学、総合リハビリテーション科学）に組織改編

　　博士前期課程の入学定員を 25 名から 30 名、博士後期課程の入学定

員を 9名から 12 名に増加

　2017 年（平成 29）

　　入学試験方法の変更（AO入試の開始）

　　博士前期課程で外国人留学生特別選抜（募集人員若干名）の開始

　　放射線看護高度看護実践コースが日本看護系大学協議会より放射線

看護分野の高度実践看護師教育課程に認定

　　放射線看護教育支援センターの設置

　2018 年（平成 30）

　　放射線看護高度看護実践コースが文部科学省「職業実践力育成プロ

グラム」に認定
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資料 2　弘前大学医学部保健学科開設 10 周年記念式典式辞
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弘前大学医学部保健学科開設 10周年記念式典　医学部長式辞
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資料 3　弘前大学大学院保健学研究科・弘前大学被ばく医療
　　　　総合研究所総合研究棟等竣工記念式典式辞
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資料 4　医学部保健学科入学者数及び卒業者数、進路状況
入学者数

卒業者数

弘前大学大学院保健学研究科・被ばく医療研究所
総合研究等竣工記念式典　テープカット
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卒業後の進路状況

資料 5　保健学研究科入学者数及び修了者数、進路状況
入学者数

修了者数

修了後の進路状況
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資料 6　研究業績数の推移
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資料 7　科研費の年度別採択件数と決定額

資料 8　共同研究・受託研究の年度別件数と決定額
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